
秋田県男女共同参画審議会苦情処理部会運営要領

（目 的）

第１ この要領は、秋田県男女共同参画審議会（以下「審議会」という。）運営要綱に基づき、

苦情処理部会（以下「部会」という。）運営に必要な事項を定める。

（苦情処理部会）

第２ 部会は審議会会長（以下「会長」という。）が指名する委員４名以上で構成し、委員３

名以上の出席をもって成立する。

２ 部会委員は、職務上知ることのできた秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同

様とする。

（所 管）

第３ 部会の所管は、秋田県男女共同参画推進条例（平成１４年秋田県条例第１８号。）第

１８条第２項に基づく苦情（以下「苦情」という。）の処理に関するものとする。

（部会の職務）

第４ 部会の職務は、次のとおりとする。

(1) 苦情を調査し、迅速に処理すること。

(2) 処理内容を会長に報告すること。

(3) 部会の運営に関すること。

（調査の通知・方法）

第５ 部会は、第４（１）に基づく調査を開始するときは、その旨を苦情に係る施策を行う県

の機関に対し、書面により通知するものとする。

２ 部会は、苦情の調査のため必要があると認めるときは、関係する県の機関に対し説明を求め、

当該調査に係る事案に関連する文書、記録その他の資料を閲覧し、若しくは提出を要求し、又は

実地に調査を行うものとする。

（庶務）

第６ 部会の庶務は次世代・女性活躍支援課が行う。

（委任）

第７ この要領に定めるもののほか、必要な事項は、会長が別に定める。

附 則

１ この要領は、平成１７年３月１７日から施行する。

この要領は、平成２９年４月１日から施行する。
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